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ハイオクガソリン「ＥＮＥＯＳヴィーゴ（バイオ）」の新発売について 

 

当社（社長：西尾 進路）は、６月１日より、首都圏を中心に、ＥＮＥＯＳサービスステーション（以下、「ＳＳ」

という。）で、バイオＥＴＢＥを配合したハイオクガソリン「ＥＮＥＯＳヴィーゴ（バイオ）」の販売を開始するとと

もに、８月以降、西日本においても、九州地区を皮切りに、順次、「ＥＮＥＯＳヴィーゴ（バイオ）」とバイオレギュ

ラーガソリンの販売を開始しますのでお知らせいたします。 

 

今般、「ＥＮＥＯＳヴィーゴ（バイオ）」を発売するのは、東京都、神奈川県、山梨県、埼玉県、長野県、群馬県、

栃木県で、既にバイオレギュラーガソリンを販売している約１，０００ヶ所のＳＳです。また、西日本において、順

次、バイオＥＴＢＥを配合したハイオクガソリンとレギュラーガソリンを同時に発売し、今年度末までに、バイオガ

ソリンの取り扱いＳＳを、全国で２，０００ヶ所まで拡大することを目指します。 

 

発売するバイオガソリンは、従来のガソリンと同等の品質※、価格（卸価格）を維持しながら、京都議定書におけ

る温室効果ガス削減に寄与することができる環境対応商品です。 

当社は、バイオガソリンの販売拡大を機に、環境への取り組みを、一層推進してまいりたいと考えております。 

 

※ハイオク、レギュラーガソリンともに、「サルファーフリー」（硫黄分を10ppm以下とする）を実現。また、ハイオクガソリン「ＥＮＥ

ＯＳヴィーゴ」は、エンジンの汚れを86%削減し、排ガス中の規制排出ガス成分(一酸化炭素、炭化水素、窒素酸化物)を最大10～30％

低減することができます。 

 

【バイオガソリン取り扱いＳＳの店舗名、所在地等の詳細は当社ホームページをご覧ください。】 

《Http://www.eneos.co.jp/carlife/product/biogasoline/》 
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［２０１０年度の新日本石油におけるバイオガソリン供給体制］ 
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※１： 2007年1月設立。バイオマス燃料の輸入および国内調達業務と組合員に対するバイオマス燃料の販売および
出荷業務を行う。

※２： バイオＥＴＢＥ：エチル・ターシャリーブチル・エーテルの略で、トウモロコシやサトウキビ等の植物から

生産されるバイオエタノールに石油系のガスのイソブテンを合成したもの。バイオガソリンは従来のガソリ

ンに、このバイオETBEを配合して作られます。
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東京、神奈川、
山梨、埼玉、
長野、群馬、栃木
の約1000ヵ所で
販売（現在は
レギュラーのみ、
6月よりハイオク
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8月以降、九州
地区を皮切りに、
順次発売開始
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同時発売）
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